
陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和４年４月号

第６師団

師 団 長
統率方針

任
務
完
遂

第６師団司令部指揮所 地上偵察及び連絡員の派遣

宮城県栗駒市 給水支援
（第２２即応機動連隊）給水支援終了セレモニー（大崎市）

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭
陸
将
）
は
３
月
16
日
（
水
）
に
発

生
し
た
福
島
県
沖
地
震
に
伴
い
、
給
水
支
援
の
た
め
部
隊
を
派
遣

し
た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
令
和
４
年
３
月
16

日
に
福
島
県
沖
で
発
生
し
た
最

大
震
度
６
強
の
地
震
に
伴
い
、

宮
城
県
及
び
福
島
県
に
給
水
支

援
の
た
め
災
害
派
遣
を
実
施
し

た
。地

震
発
生
後
直
ち
に
、
Ｕ
Ｈ

―

１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
航

空
偵
察
並
び
に
各
部
隊
の
地
上

偵
察
及
び
連
絡
員
の
派
遣
を
行

い
宮
城
県
・
福
島
県
及
び
山
形

県
の
被
災
状
況
を
確
認
す
る
と

と
も
に
災
害
派
遣
の
出
動
準
備

を
先
行
的
に
実
施
し
た
。

被
災
地
各
地
で
生
起
し
た
断

水
に
伴
い
、
17
日
０
８
０
０
に

福
島
県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣

の
要
請
を
受
け
、
第
44
普
通
科

連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）

は
、
第
６
後
方
支
援
連
隊
（
連

隊
長

萩
野
１
佐
）
、
第
６
特

殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

渡
邊

３
佐
）
の
５
ｔ
水
タ
ン
ク
車
及

び
東
北
方
面
特
科
連
隊
第
１
大

隊
の
配
属
を
受
け
、
福
島
県
相

馬
市
を
は
じ
め
南
相
馬
市
、
新

地
町
等
に
給
水
支
援
の
た
め
部

隊
を
派
遣
し
た
。

ま
た
、
17
日
１
５
０
０
に
は

宮
城
県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣

要
請
を
受
け
、
第
22
即
応
機
動

連
隊
（
連
隊
長

石
井
１
佐
）

が
宮
城
県
大
崎
市
、
栗
原
市
及

び
美
里
町
に
対
し
給
水
支
援
の

た
め
部
隊
を
派
遣
し
た
。

逐
次
断
水
が
解
消
さ
れ
３
月

20
日
に
は
宮
城
県
が
、
３
月
25

日
に
は
福
島
県
が
災
害
派
遣
撤

収
の
要
請
を
行
い
災
害
派
遣
活

動
を
終
了
し
た
。

３
月
17
日
か
ら
３
月
25
日
ま

で
の
９
日
間
、
宮
城
県
約
57
ｔ

(

利
用
者
数
約
２
，
３
０
０
名)

御礼のお手紙

福
島
県
約
８
０
０
ｔ
（
利
用
者

数
約
６
，
６
６
０
名
）
の
給
水

支
援
を
実
施
し
て
民
生
の
安
定

に
寄
与
し
た
。

５tタンク車派遣準備～福島県新地町へ前進
（第６後方支援連隊、第６特殊武器防護隊）

福島県庁調整会議

福島県相馬市生害学習センター 給水支援
（第４４普通科連隊）

地域とともに６０周年 躍動の未来へ

師団６０周年を記念して、第６師団所属隊員に対し
てシンボルマークを公募しました。応募総数６０件の
中から第２２即応機動連隊太田３曹のデザインに決
定しました。

第
44
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

湯
舟
１
佐
）
は
４
月
９
日
、
福

島
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
「

令
和
４
年
度
自
衛
官
候
補
生
入

隊
式
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

新
制
服
に
身
を
包
ん
だ
51
名

の
自
衛
官
候
補
生
は
、
多
く
の

ご
来
賓
や
ご
家
族
が
見
守
る
中
、

「
申
告
」
を
村
上
候
補
生
が
行

い
「
宣
誓
」
を
工
藤
候
補
生
が

力
強
く
行
い
ま
し
た
。

湯
舟
連
隊
長
は
式
辞
で
「
本

教
育
で
、
精
神
的
・
体
力
的
に

も
鍛
錬
さ
れ
心
身
と
も
に
充
実

し
、
同
期
と
の
絆
を
深
め
、
国

家
、
国
民
を
守
る
一
員
に
な
る

こ
と
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

４
月
３
日
神
町
駐
屯
地
体
育

館
に
お
い
て
「
令
和
４
年
度
自

衛
官
候
補
生
入
隊
式
」
（
連
隊

長

荒
木
１
佐
）
を
挙
行
し
ま

し
た
。

式
典
は
、
御
来
賓
に
ご
臨
席

頂
い
た
ほ
か
、
隊
員
ご
家
族
の

参
列
を
賜
り
75
名
の
自
衛
官
候

補
生
の
入
隊
を
祝
し
ま
し
た
。

国
家
吹
奏
後
「
任
命
」
が
行

わ
れ
、
区
隊
長
か
ら
候
補
生
一

人
ひ
と
り
の
名
前
が
呼
び
上
げ

ら
れ
る
と
、
大
き
く
溌
剌
と
し

た
返
事
で
応
え
ま
し
た
。
引
き

続
き
「
申
告
」
、
「
宣
誓
」
を

第
１
区
隊
第
３
班

狩
野

輝

隻
（
か
の

き
せ
き
）
候
補
生

が
代
表
で
実
施
し
、
宣
誓
で
は

「
自
衛
官
候
補
生
た
る
名
誉
と

責
任
を
自
覚
し
、
必
要
な
知
識

及
び
技
能
の
修
得
に
励
む
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
い
声
が

会
場
に
響
き
渡
り
、
先
輩
隊
員

に
負
け
な
い
立
派
な
自
衛
官
を

目
指
す
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

執
行
者
は
式
辞
に
お
い
て
「

初
志
貫
徹
」
「
基
本
・
基
礎
の

修
得
」
「
同
期
の
絆
を
大
切
に

せ
よ
」
の
３
点
を
要
望
し
「
こ

れ
か
ら
の
陸
上
自
衛
隊
の
一
翼

を
担
う
立
派
な
自
衛
官
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
候
補
生
た

ち
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
初
々
し
く
も
凛

々
し
い
制
服
姿
の
我
が
子
に
対

福島駐屯地（第４４普通科連隊）

令和４年度 自衛官候補生入隊式 第６師団

神町駐屯地（第２０普通科連隊）郡山駐屯地（第６高射特科大隊）

仲
間
と
助
け
合
い
な
が
ら
、

心
身
を
鍛
え
、
立
派
な
自
衛
官

に
な
れ
る
よ
う
に
、
人
と
し
て

成
長
で
き
る
よ
う
に
一
生
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
１
分
で
も
１
秒
で

も
早
く
人
の
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
一
生
懸
命
に
訓
練
に
励
み
、

仲
間
と
共
に
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。
一
人
前
の
自
衛
官
、

一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
活
躍

し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
ま
で
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い
訓
練

を
同
期
全
員
で
団
結
し
乗
り
越

え
て
、
日
本
の
平
和
と
安
全
を

担
え
る
自
衛
官
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

参
列
し
た
ご
家
族
は
、
社
会

人
と
し
て
自
衛
官
候
補
生
と
し

て
人
生
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
ご
子
息
の
姿
に
感
動
し
、

共
に
自
衛
隊
入
隊
の
良
き
日
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

安
達

海
玖

自
候
生

（
あ
だ
ち

み
く
）

狩
野

輝
隻

自
候
生

（
か
の

き
せ
き
）

村
上

篤
士

自
候
生

（
む
ら
か
み

と
く
じ
）

し
て
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
向
け

て
激
励
す
る
ご
家
族
の
姿
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

75
名
の
自
衛
官
候
補
生
た
ち

は
、
教
育
隊
長
（
副
連
隊
長

向
田
２
佐
）
を
核
心
と
し
、
約

11
週
間
に
わ
た
り
自
衛
官
と
し

て
共
通
の
基
盤
と
な
る
資
質
・

識
能
を
修
得
す
る
た
め
、
同
期

と
と
も
に
教
育
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。



第６師団ホームページの紹介
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を掲載しています。
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